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	第2章　　製品設計FMEA

ここでは、絶対法のFMEAを説明する。
〔注〕
相対法＝「どれがより重要な欠陥か？」 と、欠陥の重要性に順番をつける。
絶対法＝「合格か、不合格か」 を問う。
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	2-1. FMEAの手順

手順１．対象部位を決める。
手順２．故障モードの列挙
手順３．要因・影響を列挙
手順４．試験・対策の想定→評価
手順５．評価の結果を設計に反映し、設計審査に回す。
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	例題
ここでは、昔からある「家庭用のガスコンロ」を扱う。
対象が複雑だと理解が困難になるので、「ガスホース」という部品を中心にFMEAを行う。

用意するものは、図面と部品表だけである。
ここでは、ガス本管との接続機能を果たす部分に着目して、
竹の子にゴムホースを差し込んでバンドで締め付けた部分の信頼性を評価してみよう。
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	[bookmark: _Hlk118559673]2-2. 対象の決定
部品表は、製品の構成に沿ったものでなければならない。　
例えば、「○○仕様のねじは合計で何個」という書き方ではなく、
A部分にXねじが3個、
B部分にYねじが4個、
という具合に、構成の状況が分かるようになっていること。

組立図は、竹の子にホースがどこまで挿入され、どの範囲をバンドで締めるか、ねじの締めトルク～などを指定する。
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